
令和５年３月１１日 

参加各校 顧問 殿 

神奈川県高等学校体育連盟 

ア ー チ ェ リ ー 専 門 部 

部 長  角木 孝生 

（公印略） 

 

令和５年度 神奈川県高等学校新人大会 

インドア競技 部門 

実施要項 

 

主  催 神奈川県高等学校体育連盟 

主  管 神奈川県高体連アーチェリー専門部 

日  時 令和６年１月２７日（土）集合８：３０ 開始９：３０ 終了１６：３０ 

会  場 横浜高等学校特設会場 

        〒236-0053 神奈川県横浜市金沢区能見台通 46-1  TEL  045-781-3396 

大会役員 

 大 会 会 長  角木 孝生 

  競技委員長 池田 幸一  総 務 茂田 佳裕 

  D O S 川村 栄一  記 録 大藤 勇人 

  審 判 長 茂田 佳裕    

  審 判 員 木村 貴晴  平田 圭佑  菊池 綾乃  小西 一也 

競技規則 (公社)全日本アーチェリー連盟競技規則 

競技方法 1．男女とも、団体および個人競技とする。 

  2．団体戦は各校上位３名の記録合計によって決定する。 

  3．インドア・ラウンド（３射１分３０秒・６０射）で実施する。 

  4．本競技会は、全日本公認競技会である。 

表  彰 団体男女各 1位～3位 個人男女各 1位～8位 

服  装 全国高体連アーチェリー専門部規定に準ずる。 

参 加 費 １名につき ￥１０００－ 

申 込 先 〒238-0317神奈川県横須賀市御幸浜 2-1高等工科学校 教育部 第１教官室 

  大藤 勇人 宛 

  電話：046-856-1291   E-mail  yahato@gmail.com 

 ※エントリー数については、男女７名以内とします。ただし、規定数を超えた場合、

全校７人目にエントリーした人は出場できません。 

締め切り １月１９日（金）までに申し込みをお願いします。 

そ の 他 別紙の留意事項※を参照 

以上 

 

 

 

 

 

  

mailto:yahato@gmail.com


別紙 

※１．個人情報の取り扱いについて 

 大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的に利用する

ことはありません。（詳しくは「神奈川県高等学校体育大会（主催・共催）における個人情報及び肖像

権に関わる取り扱いについて」を参照ください。） 

※２．大会に向けた感染対策について 

 神奈川県高等学校体育連盟が、（公財）日本スポーツ協会が作成した「スポーツイベントの再開に向

けた感染拡大予防ガイドライン」に基づき、神奈川県教育委員会保健体育課の指導の下、策定した「代

替大会を含めた各種大会実施に係る新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン」に従い、感染拡

大防止を徹底し、安全な大会運営に取り組むことを開催の条件とする。なお、「代替大会を含めた各種

大会実施に係る新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン」の項目は、次のとおりである。 

①全般的な事項 

②大会申込時の申合せ事項 

③大会会場で準備すべき事項 

④大会当日の受付時の留意事項  

⑤大会参加者への対応 

⑥生徒が遵守すべき事項 

⑦大会参加者の感染が判明した場合の対応 

⑧種目特有の感染症対策を策定する 

⑨その他 

※３．大会開催時における感染防止策について 

 「代替大会を含めた各種大会実施に係る新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン」に従い、

加盟校、参加選手、役員、保護者等に事前に周知し、感染防止対策への取組に理解と協力を得ることと

する。また、神奈川県のイベント開催や教育活動の方針に従うとともに、部活動が学校教育の一環であ

ることを踏まえ、次の条件（⑦に関しては、感染拡大（２波）に備えた対応）を満たしていることを開

催の基本的な条件とする。ただし、本連盟の主催大会（地区大会を含む）、事業等を各専門部や地区高

体連の状況に応じては、可能な範囲で大会を開催できるものとする。 

①学校教育活動が再開されていること 

②部活動が再開され、安全確保の観点から 30日程度の練習期間を設けていること 

③種目ごとに実施方法（試合形式・入場生徒制限等）を工夫し最大限感染リスクを下げること 

④参加する生徒や保護者に基本的な考え方やリスクを周知し理解を得ること 

⑤大会参加については生徒や保護者の意向を尊重すること 

⑥感染リスクへの対応が整わないと判断される場合は中止又は延期すること 

⑦本県が緊急事態宣言の対象となった場合は中止又は延期すること 

※４．開催条件について 

 新型コロナウイルス感染再拡大の動向によっては、本通知の内容変更や大会の中止・延期等の検討

を再度行う場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


